
つうこく

(2) 1 ・ 2 等の急行料金， 複合料金，特別 2 等:ïJi料金および特

別 2 等船室料金にあっては， それぞれの固有鉄道運賃法により

定められている創刊同法所定額はi並行税を含んでいない)または

同法にもとづいて巡輸大臣の認可した料金。(平林喜三造)

つうこく 通告 (英) notice 運転用語で， 通告者または通告

者の直系の者から被通告者に直接通告することをしづ。たとえ

ば閉塞(へいそく)方式の変更を滋闘士に通知する場合， その停

車場の駅長が自ら軽量闘士に通告をするか，または信号掛をして

通告させるようなことをいう。ー」運転通告券。(三和逮忠)

つうさんうんちん 通算運賃 述絡運輸の運賃を青|訪日する場

合に， その連送経路たる関係各運輸機関内の運賃計算一キ ロ 程を

合算し，そのキロ程に対して所定の賃率により計算された速貨
を通算運賃または通算制運賃といい，各線各別に算出した巡貨

を合計するのを併算運賃という。現在国鉄線の関与する連絡巡

輸の場合の連絡巡賃の中で，荷物運賃および小口貨物運賃は通

算運賃制によって計算し，ヰ工扱貨物運賃計算についても ， 特定

の運輸機関 38 社線に対しては例外として， この通算運賃制に

よってい る。(鈴木与吉)

つうしんかい 止ん 通信回線 通信を行うための電気回路を

いう。その使用目的，回線構成等によりつぎのように分けられ

る。

1 電信回線 符号を送って通信するもので，接続される峨

械により (1) 一般電信回線 手送 り式電信般により，モーノレ

ス符号を送っ て通信するもの (2) 印刷1m信回線 印刷篭信僚

により通信するものに分け，回線構成方法により (1) Ì幹線式

電相回線 電線 l 条と大地とで回路を作るもの (2) 複線式電

信回線 電線 2 条で図絡を作るもの (3) 併用電信周縁 f.[t話

回線の中性点を利用したもの (4) 幻依併用電信回線 げん彬

線の中性点を利用したもの (5) 搬送電信回線 殿送電信憾に

よるもの (6) 無線電信回線 無線電信僚によるものに分けら

オ1る。

2 電話因縁 電話般により通話するもので， 使用方法によ

り (1) 指令電話回線 指令所の親電話僚と各駅の子電話機を

接続して， 運転 ・ 配車 ・ 電力等の各極業務の指令 ・ 連絡に使う

もの。この電話回線では鋭から子，子から親への話はできるが，

子同士の呼出はできない (2) 交換加入電話回線 電話交換僚

と電話機を結んだ回線で， 1 回線に接続された憶話般の数が 1

個のものを単~式， 2 個以上のものを連接式という (3) 交換

非加入電話回線 電話慢と電話僚を直接結んだlTIl線で， 1 駅桝

内限りのものを構内電話線， 2 駅以上にわたるものを区間電話

l副総といい，また直接列車運転のために使間されるものを迎伝

専問静止， 併と線 ・電力 ・信号等の作業上使用するものを保線専用線，

tli1J専用線，信号専用線等とし、う。なお11I話畿に~，I 日リ呼出1tt話

機を使ったものを特に悩別呼出電話回線という (4) 電話中継

線 電話交換所|百1を結ぶ電話回線をいい， IITI線m成 }j ì去によ り

( 1 ) 実回線 電線 2 条または電線 1 '条と大地Il~lで榊成する回

線 (2) 幻彫回線 2 つの電話回線の中性点により俄成するも

の， この j劫合元の回線を重信回線という (3) 搬送電話回線

徹送電話機によるもの (4) 無線電話回線 無線電話僚による

ものに分けられる。

3 その他使用目的により電気時計回線，電鈴凶線，風

速計四線， 模写T11信回線等がある。(松下純二郎)

つうしんきがかり 通信後掛 信号通信区 ・ 通信区におかれ

る裁で，信号通信分区長または通信分区長の指燃をうけて， 通

信設備の調整 ・ 保守および施工に従事するものである。通信工

手または信号保安手として，通信設備の保守または施工作業に

従事 したものから採用する。(加藤誠次郎)

つうしんく 通信区 国鉄の鉄道管理局の現業後関。おも な担

当業務は通信設備の保守および施工である。 従来は通信設備お

よび電気信号保安設備の保守および施工を担当する憐闘であっ

たが，管理部門における信号通信関係業務の一元的組織化に対

応し， 現業におけるこの業務の責任体制lを明確に し，これを能

率的 ・ 合理的に運営するために信号通信区が設置されたときに，

通信設備の保守および施工を専管する繊闘として設けられたも

のである。その数は 7 で，東京， 大阪，門司その他の鉄道管理

局のうち，通信設備の密集地に置かれている。 通信区長が位か

れ， 鉄道管理局長の指慣を受けて， 助役， 通信分区長，事務掛，

用品掛， 技術掛， 通信機掛，無線掛，通信工手長，通信工手副

長，通信工手，自動車運転士，用品手および雑務手を指簿監督

し，通信区に属するいっさいの業務を処理している。これらの

職員を通信区従事員と いい約 1 ， 1 00 人いる。(宮奴正直)

つうしんケープル 通信ケーブル 紙で絶縁されたたくさん

の銅線を集合し，これを鉛管に入れたものが普通用いられ， こ

れを鉛被乾紙ケープノレ と いう。

なおこの鉛被の上に麻なわまたは鋼;}停を巻いたものをジュ ー

ト巻または鋼裕鎧(がい)裟ケ ー プノレといって， 直接地下に主主設

する場合に外傷を防ぐために用いる。また水底ケ ー ブノレ (海峡

右前断等に用いるもの)は， この上にいっそう厳重な防護をして

ある。最近はこのほか紙のかわりに ビ ニ ー ノレまたはポ リエチレ

ン， 鉛被のかわりにビニールを用いたものが使われるようにな

ってきた。これをビニ ー ルケ ー ブノレ ， およびポ リエチレン絶縁

ピニ ー ノレ被ケ ーフソレという。

通信ケ ー プノレを用途により分類すると，電信ケープノレ と 電話

ケープノレに大別される。両者の大きな途いは，前者は単に心線

を集合したものであるが，後者は 2 本または 4 本の心線をより

合わせ(これを対またはカッ ド という) ， この対またはカッドに

なったものを集合してより合わせてある。この場合各対および

カッドの撚(ねん)程(ピッチ)をいろいろの長さにして， 同一ケ

ー ブノレ内の各l回線開の漏話ーが起らないように工夫されている。

電話ケーブノレの分額

l 普通ケ ー ブル 一般の電話一回線に用いられるもので， 対

すなわち心線 2 本で l 回線の電話線を俄成する。

2 重信ケー プル 電話中継線に用いられるもので， 1 カッ

ド ， すなわち心線 4 本で 3 回線構成するもの。なおこのケ ー プ

ノレは，構造上 2 極に分けられ，心線 4 本を東にしてより合わせた

ものを星型といい， 対を 2 つ合わせてより合わせたものを DM

型という。

3 嫌送ケーブル 殿送周波を通しても回線開に漏話が起ら

通信用ケープノレ一覧表

廿通ケーフソレ i Jil型ケ ー プーノレ

5P 0.65mm または 0.9mm I 8P 0.9mm 

10 P"  " 1 14 P 
20P " 28P 

30P " 54P 

51P " 重信ケ ー フル

101P " 8P 1.3mm 

202P " 14P 

4ω p " 28P 

606P " 54P 

8ω p " 搬送ケ ー フ'ル

6P 1.2mm 

8P 

14 P 
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